


ごあいさつ

ワールドゲームズ2009高雄大会は、2009年7月16日から26日

までチャイニーズタイペイの高雄市で開催されました。

ワールドゲームズは、オリンピックに採用されていない競技

種目により開催される国際総合競技大会です。今大会では、公

式26競技・公開5競技に103の国と地域から4,491名の選手・役

員が参加し、素晴らしい戦いが繰り広げられました。

日本からは、23競技に162名が参加し、相撲やトランポリン

をはじめ公式・公開競技併せて金メダル5個、銀メダル7個、

銅メダル7個を獲得いたしました。

参加された選手はもちろん、監督・コーチ・チームスタッフ

が一丸となり、勝利に向かって全力で頑張っていたことに大変

感動いたしました。また、4,652名のボランティアの協力と地

元高雄市民の応援により、出場選手は自己の最高のパフォーマ

ンスを発揮することができたのではないでしょうか。

4年後の2013年の第9回大会は、コロンビア共和国のカリ市で

開催されます。カリ市はコロンビアの西に位置し、3番目に大

きな観光都市です。

ワールドゲームズはオリンピックと同様、国際的な競技大会

に成長してきています。是非4年後の大会も日本選手の活躍に

期待をいたします。また、選手の皆様は、第9回大会を目指し

て日々トレーニングに取り組んでいただき、各競技の代表とし

て出場できますようお祈りいたします。

特定非営利活動法人　日本ワールドゲームズ協会

会長　小野 清子
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開催年  開催地  実施競技（公式・公開） 参加選手数 （国・地域数）

　ワールドゲームズとは「第2のオリンピック」とも言われ、

国際的トップアスリートによる総合競技大会です。国際

ワールドゲームズ協会（ IWGA：Internat ional  Wor ld 

Games Association）主催、国際オリンピック委員会（IOC）
後援で4年に1度、夏季オリンピック競技大会の翌年に開

催されます。

　国際スポーツ団体総連合（GAISF：General Association of 

International Sports Federations、2009年3月Sport

Accordに改名）と国際ワールドゲームズ協会（IWGA）加

盟競技の中で、オリンピック競技種目に採用されてない種

目で、世界の4大陸40カ国以上に協会があり、かつ、3回以

上の世界選手権等が行われていることが条件となります。

また、ワールドゲームズ競技種目は、オリンピック競技種目

との入れ換えも行われています。

　ワールドゲームズ大会は、世界最高レベルという基準で

各競技の国際スポーツ連盟（I F）によって選ばれた選手た

ちによって馴染みの深いスポーツから目新しいスポーツ

まで、約10日間にわたって熱戦が繰り広げられます。

　大会の特徴は、巨額の費用を要するオリンピックとは異

なり、既存の施設で開催できる競技種目のみで実施するた

め、低費用（秋田大会：約23億円）で実施できることです。

また、表彰式では金、銀、銅のメダル授与、国旗掲揚は行

われますが、行き過ぎた国威発揚や勝利偏重主義は抑え

られていることも特徴のひとつです。

ワールドゲームズとは

●ワールドゲームズ大会開催地一覧

WORLD GAMES

　多くの国際スポーツ団体の関係者は、その競技がオリ

ンピックの公式プログラムに新たに加わることを望んでい

ますが、オリンピックは回を重ねるごとに規模が拡大し、新

たな競技種目を加えることが非常に困難な状況にありま

す。そこで1970年代にオリンピック競技でない国際ス

ポーツ連盟（ IF）の中からオリンピックに匹敵する世界的

な大会を開催し、人々やメディアの関心を集めようという

動きがでてきました。

　その動きは1980年5月21日に韓国のソウルにおいて

オリンピック競技に入っていない12の国際スポーツ連盟

（I F）により「ワールドゲームズ協議会」（WGC）が設立さ

れ具体化しました。

　第1回大会は1981年にアメリカのサンタクララで開催

され、その後W G Cは、国際ワールドゲームズ協会

（ IWGA）と改称、以降4年ごとに開催され、第8回大会は

2009年に高雄市（チャイニーズタイペイ）で開催され、選

手・役員を合わせた参加者数4,491名は過去最大規模と

なりました。

　次回の第9回大会は2013年にコロンビアのカリ市で開

催される予定です。各大会には日本からも多数の選手が

参加しています。また2001年の第6回大会は秋田県で開

催、アジア初の開催となり、NHK総合、教育（開会式生中

継）、BS1（大会期間中毎日50分間）で全国放送される

他、海外133ヵ国で放送されました。

ワールドゲームズの歴史
HISTORY 

1,265人 （9）
1,550人 （57）
1,965人 （49）
2,275人 （49）
1,725人 （75）
2,193人 （93）
3,205人 （93）
2,908人 （84）
　　─

16（16・0）
21（21・0）
19（17・2）
26（22・4）
29（24・5）
31（26・5）
38（32・6）
31（26・5）
─

1981
1985
1989
1993
1997
2001
2005
2009
2013

 サンタクララ（アメリカ）
 ロンドン（イギリス）
カールスルーエ（旧西ドイツ）
ハーグ（オランダ） 
ラハティ（フィンランド）
秋田（日本） 
デュイスブルク（ドイツ）
 高雄（チャイニーズタイペイ）
カリ（コロンビア） 

 第1回
第2回
 第3回
第4回
 第5回
第6回
第7回
 第8回
 第9回

金 銀 銅
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開会式

閉会式

エアスポーツ

アーチェリー 

ビリヤード  キャロム

ビリヤード  プール（ポケット）

ビリヤード  スヌーカー

ボディビルディング

ブールスポーツ

ボウリング

カヌーポロ　

フリークライミング  リード

フリークライミング  スピード

ダンススポーツ  スタンダード

ダンススポーツ  ラテン

ダンススポーツ  R n R 

フィンスイミング

フィストボール

フライングディスク

体操   新体操

体操   スポーツアクロ体操

体操   タンブリング

体操   トランポリン

体操   エアロビック

柔術

空手

コーフボール 

ライフセービング   プール

ライフセービング   サーフ

オリエンテーリング   ミドルディスタンス

オリエンテーリング   チームリレー

オリエンテーリング   スプリント

パワーリフティング

ラケットボール

ローラースポーツ   スピード

ローラースポーツ   アーティスティック

ローラースポーツ   ホッケー

ラグビー（7人制）

スカッシュ

相撲

綱引  アウトドア男子

綱引  インドア女子

水上スキー

ビーチハンドボール （公開競技）

ドラゴンボート （公開競技）

ソフトボール （公開競技）

チュックボール （公開競技）

武術 （公開競技）

Main Stadium

Main Stadium

Metropolitan Park

Chengcing Lake

Chung Cheng Martial Arts Stadium

Chung Cheng Martial Arts Stadium

Chung Cheng Martial Arts Stadium

Cultural Center Jhihde Hall

228 Memorial Park

Happy Bowling Center

Lotus Pond

Shoushan Junior High School

Shoushan Junior High School

Kaohsiung Arena

Kaohsiung Arena

Kaohsiung Arena

Kaohsiung Swimming Pool

Chung Cheng Stadium

Main Stadium

Kaohsiung Arena

Kaohsiung Arena

Kaohsiung Arena

Kaohsiung Arena

Cultural Center Jhihde Hall

NKNU Gymnasium 

Kaohsiung Swimming Pool

Sizihwan Bay

Chengcing Lake

Chengcing Lake

Museum of Fine Arts

NSYSU Sun Yat-Sen Hall

Chung Cheng Martial Arts Stadium

Yangming Skating Rink

I-Shou University Gymnasium

I-Shou University Gymnasium

Main Stadium

Chung Cheng Martial Arts Stadium

Kaohsiung Senior High School Gymnasium

NSYSU Guo-Guang School

NSYSU Guo-Guang School

Lotus Pond

Sizihwan Bay

Lotus Pond

Lide Baseball Stadium

NKNU Gymnasium

Kaohsiung County Stadium

開催競技 開催場所
7月

（金）
17

（土）
25

（日）
2616

（木） （金）
24

（木）
23

（水）
22

（火）
21

（月）
20

（日）
19

（土）
18

…日本人選手参加競技

SCHEDULE

大会の日程報告

公開競技を含む

メダル獲得選手一覧はP.24

日本人選手メダル獲得数

5 7 7

第8回ワールドゲームズは、2009年7月16日から26日までの11日間、チャイニーズタイペイの

高雄市で開催されました。公式26競技・公開5競技の計31競技が実施され、84の国や地域から

2,908名のアスリートが集結した大会となりました。日本人選手は前回よりも金メダルを一つ増

やし、合計19個のメダルを獲得しました。

金金 銀銀 銅銅
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日本選手団の入場行進
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柔術エアスポーツ

準優勝したフライングディスク日本チーム。2万人を
超えた観客の応援に応える

高雄の街風景

フライングディスク

パワーリフティングの表彰式。福島友佳子選手が
銀メダルを受賞

Photo Gallery
フォトギャラリー

高雄市主催の記者発表。写真中央 高雄
市の陳菊市長、右に小野会長、師岡理事
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エアロビックローラースポーツ

写真提供　KOC

日本財団ビルで開かれた日本代表選手
壮行会

記者発表で大会の概要を説明する師岡
理事

高雄で開かれた「秋田ナイト」会場風景 「秋田ナイト」に出席されたIWGAの
Ron Froehlich会長と小野会長

カヌーポロ

ラクビー（7人制） チュックボール

メインスタジアム全貌のイメージ原画。
後方に高雄市街が広がる

約4万人収容のメインスタジアム内観
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フィールドアーチェリーは狩猟のシーズンオフに、トレーニングのため野山
を歩き、切株などを獲物に見立てて射て回ったことがこの競技の原型であり、
スポーツ化され現在のようになりました。弓の種類により「ベアボウ」「リ
カーブ」「コンパウンド」の3部門に分けられ、24のコースをゴルフのように
ラウンドして、最短5mから最長60mの間で設置された的を射て、的に当た
った矢の得点を競います。

飛んでいる飛行機からパラシュートを背負って飛び降りるスポーツ。1200m
の高さから降下して正確な着地点を競う「アキュラシー」や、3000mの高さ
から降下しながら演技をする「フリースタイル」、同じ3000m降下で4人の
ダイバーがさまざまな形を構成する「フォーメーション」などがあります。

エアスポーツ AIR SPORT 日本人選手参加なし

アーチェリー ARCHERY

球を投げたり打ったりするスポーツは数多くありますが、キュースティック
で「撞く」のはビリヤードだけです。「キャロム」「プール（ポケット）」「ス
ヌーカー」の3種類があります。

ビリヤード BILLIARDS

栄山雄紀（20）さかえやまゆうき 神奈川県出身

フィールドアーチェリー　4位種目

［ 参加選手 ］

新井達雄（51）あらいたつお 東京都出身

スリークッション　準々決勝種目

川端　聡（39）かわばたさとし 大阪府出身

男子ナインボール　予選敗退種目

大谷晃央（32）おおたにあきお 山口県出身

女子ナインボール　予選敗退種目

大井由希子（38）おおいゆきこ 大阪府出身

女子ナインボール　予選敗退種目

参加国

参加国

参加国

［ 参加選手 ］
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各種スポーツの基礎体力作り、生涯スポーツ、競技スポーツの3つの要素を
含んだスポーツです。大会では究極まで鍛え上げた肉体を各ポージングで披
露し、筋肉のバランスや表現能力が審査されます。

ボディビルディング BODYBUILDING

ワールドゲームズでは日本でもなじみの深い「テンピンボウリング」が行わ
れます。種目は「ミックスダブルス」と男女別「シングルス」が行われます。

［ 参加選手 ］

ボウリング BOWLING

ワールドゲームズでは「スポールブール」と「ペタンク」が実施されます。
スポールブール種目としては、コート内を走りながら、自分のボールを目標
球に投げ当てるティールゲームが行われます。ペタンクは平坦なコートで目
標球に金属球を近づけあう球技で、ときには邪魔な相手球を弾き出しながら
得点を競います。

ブールスポーツ BOULES SPORTS 日本人選手参加なし

カヌーポロは、1人用のカヌーに乗って行うチーム制の球技で、水球やバスケッ
トボールに似た水上のスポーツです。1チームは5人で構成され、36m×24m
のコートで得点を競います。縦1m、横1.5mのゴールが水上2mの高さに設
置され、ゴールキーパーは手にしているパドルを高く上げてゴールを守ります。

カヌーポロ CANOE POLO 日本人選手参加なし

［ 参加選手 ］

須江正尋（42）すえまさひろ 東京都出身

男子70kg級　3位種目

合戸孝二（48）ごうどこうじ 静岡県出身

男子75kg級　4位種目

下田雅人（33）しもだまさと 千葉県出身

男子85kg級　5位種目

鈴木 雅（28）すずきまさし 東京都出身

男子80kg級　3位種目

今村直子（43）いまむらなおこ 大阪府出身

女子52kg級　4位種目

室井　勝（19）むろいまさる 東京都出身

個人　17位　　　 ミックスダブルス　19位種目種目

菅野沙織（20）かんのさおり 神奈川県出身

個人　18位　　　 ミックスダブルス　19位種目種目

参加国

参加国

参加国

参加国



参加国
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安間佐千選手
（スポーツクライミング　金メダル）

2位だと「惜しかったね」「また頑張れよ」
という雰囲気で終わるのですが、1位は「や
ったな、すごいな」「やっと勝てたな」って、
僕以上に周りのみんなが興奮しているのを見て、はじめて
実感が湧きました。「ああ優勝したんだ」って。クライミン
グというのは本当にスポーツなのかなと思う瞬間もあるの

ですが、今回のワールドゲームズ大会に
参加して、世界がスポーツとして認めて
いるというか、改めて大会で勝てたとい
うのが自信になりました。

大会で優勝したことが自信に［ 参加選手 ］

フリークライミングは岸壁の凹凸を直接手足で保持して登るスポーツで、自
身の身体能力を駆使して勝敗を競います。競技種目は、到達高度（距離）を
競う「ディフィカルティ」、スピードを競う「スピード」、5m程度までの壁
を使って複数のルート（プロブレム）を登り、完登したプロブレム数を競う
「ボルダー」の3つがあります。国際大会では、これらの競技はすべて人工壁
で行います。

フリークライミング CLIMBING

現在、映画やテレビなどを通して、愛好者が急増中のスポーツ。種目は「ス
タンダード（ワルツ、タンゴ、ヴェニーズワルツ、スローフォクストロット、
クイックステップ）」「ラテン（サンバ、チャチャチャ、ルンバ、パソドブレ、
ジャイブ）」「R n R」が行われます。

［ 出場選手 ］

ダンススポーツ DANCE SPORT

イルカの尾ひれに似た「モノ・フィン」に両足を入れ、水中でドルフィンキ
ックをしてタイムを競うスポーツ。少ない力で大きな推進力が得られ、スピ
ードが加わります。種目は「サーフェス」（スノーケル呼吸可、体の一部が
水面に出る）4種目と、「アプニア」（50m無呼吸）が行われます。

［ 参加選手 ］

フィンスイミング FIN SWIMMING

小林由佳（21）こばやしゆか 茨城県出身

リード 4位種目

野口啓代（20）のぐちあきよ 茨城県出身

リード 7位種目

安間佐千（19）あんまさち 栃木県出身

リード 1位種目

石原正幸（24）いしはらまさゆき 東京都出身

スタンダード 10位種目

久保 斐美（26）くぼあやみ 静岡県出身

スタンダード 10位種目

酒井秀彰（28）さかいひであき 愛知県出身

アプニア男子50m 9位種目

坂本弥生（33）さかもとやよい 神奈川県出身

アプニア女子50m 予選13位種目

久保田弓椰（18）くぼたゆみや 北海道出身

ラテン 10位種目

久保田蘭羅（17）くぼたらら 北海道出身

ラテン 10位種目

参加国

参加国



参加国

参加国

参加国

参加国
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バレーボールの前身といわれるスポーツ。5人対5人で芝生のコート（50m×
20m）で高さ2mのストリング（ひも）をはさみ、得点を競います。相手が3
打以内で返球できない場合、得点1となります。1セット20点、3セットマッ
チで、2セット取れば勝ちです。ボールを片手で打つこと、1バウンドまでは
OKというところが特徴です。

フィストボール FISTBALL 日本人選手参加なし

プラスチック製のディスクを投げるスポーツで、10種目があります。高雄
大会で行われた「アルティメット」は、ディスク版のアメリカンフットボール。
1チーム7人制で、スピード、持久力、ディスクコントロール技術など、フライング
ディスクのあらゆる要素をチームプレイで競います。

フライングディスク FLYING DISC

［ 参加選手 ］ ミックス・アルティメット　2位種目

日本には柔術関連の流派は500ほどありますが、唯一競技として国際ルール
に則り、試合を実施しているのがこの柔術競技で、突き、蹴り、関節技、投
げ技などで勝敗を競う格闘系と、2人1組で決められた攻撃の形に対する防御
の形を競う演武系があります。

柔　術 JU-JITSU 日本人選手参加なし

「コーフ」とはオランダ語で「バスケット」を意味し、リング状のバスケッ
トにボールを投げ入れて得点を競います。1チーム8人で男女混合、30分ハ
ーフで行われます。ドリブルが禁止のためパス中心のゲーム展開になります。

コーフボール KORFBALL 日本人選手参加なし

阿部洋平（30）あべようへい 群馬県出身

笹川　慶（30）ささかわけい 北海道出身

鮫島　暁（27）さめしまさとる 愛知県出身

仙田　聡（29）せんださとし 神奈川県出身

田中瑞穂（27）たなかみずほ 千葉県出身

松野政宏（25）まつのまさひろ 大阪府出身

黒野将司（22）くろのまさし 愛知県出身

森　友紀（31）もりゆき 千葉県出身

藤岡あゆみ（30）ふじおかあゆみ 兵庫県出身

平井絵理（27）ひらいえり 愛知県出身

鮫島紗知子（29）さめしまさちこ 静岡県出身

鮫島　萌（24）さめしまもえ 愛知県出身

石津安沙実（21）いしつあさみ 茨城県出身
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［ 参加選手 ］

トランポリンの弾性を利用して空中高く飛び上がり、宙返りと捻りを複合し
た技を10回連続して演技します。演技の美しさや、技の難度によって勝敗を
競います。

体操 トランポリン TRAMPOLINE

バレエやダンスのように繊細で優雅な動きとその対極にある鋼のような力強
さ、さらには極限にまで追求された柔軟性が組み合わされ、人間技とは思え
ない演技が繰り広げられます。

体操 スポーツアクロ体操 SPORT ACROBATICS 日本人選手参加なし

長さ40m、幅1.5mのタンブリング専用台の上で、途中で中断したりステップ
を入れたりすることなく、連続して宙返りや側転、バック転などの多様な技
をスピーディーかつリズミカルに行う競技です。

体操 タンブリング TUMBLING 日本人選手参加なし

長崎峻侑選手（トランポリン　金メダル）

率直にうれしいの一言ですね。試合前か
らも金メダルは確実だと自分でも思ってい
たので、その通りになってよかったという
気持ちです。トランポリン競技以外にもアクロバットなど
いろんな競技が混ざっている試合だったので、世界選手権
とかワールドカップという大会とは全く雰囲気が違った環
境でした。とても楽しく演技できたと思います。
第2のオリンピックといわれているワールドゲームズを制

覇したので、次は本物のオリンピックに出てメダルを獲り
たいですね。

次はオリンピックを目指したい

長崎峻侑（22）ながさきしゅんすけ 茨城県出身

男子シンクロナイズド 1位種目

伊藤正樹（20）いとうまさき 東京都出身

男子シンクロナイズド 1位種目

二木美香（21）ふたぎみか 石川県出身

女子シンクロナイズド 5位種目

岸　彩乃（16）きしあやの 石川県出身

女子シンクロナイズド 5位種目

さまざまな手具を用いて、モダンバレエの要素を取り入れた演技を行い、手
具操作の巧みさと芸術性を競います。オリンピックでは「団体」と「個人・
総合」が行われ、ワールドゲームズでは「個人・種目別」を実施します。

体操 新体操 RHYTHMIC

［ 参加選手 ］

参加国

参加国

参加国

参加国

井上 実美（21）いのうえみみ 東京都出身

ロープ 17位　 フープ 19位　 リボン 17位　 ボール 12位種目種目種目種目

庄司 七瀬（20）しょうじななせ 東京都出身

ロープ 18位　 フープ 16位　 リボン 18位　 ボール 23位種目種目種目種目



［ 参加選手 ］ グループ 7位大会結果種目
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一般的なエアロビクスに“柔軟性”“筋力”“筋持久力”の要素を加味し、
同時に完璧な遂行度を求めたものが競技としてのエアロビックです。

体操 エアロビック SPORT AEROBICS

武器を用いないで戦闘技術を競い、あらゆる状況で腕や足を武器に変えるこ
とを要求される、非常にハードなスポーツです。「組手」と「形」の2つの種
目があります。

［ 参加選手 ］

空　手 KARATE

「ライフセービング」とは水難事故防止活動のことです。ライフセービング競
技は事故が起きたときに必要な救助技術を競うスポーツで、自らの楽しみや
体力向上などの目的ばかりでなく、「命を守る」という社会貢献的な目的のた
めに行うスポーツです。種目はプール7種目、サーフ（海）5種目が行われます。

ライフセービング LIFESAVING 日本人選手参加なし

吉山喜代美（35）よしやまきよみ 神奈川県出身

武内麻美（26）たけうちあさみ 佐賀県出身

佐藤詩織（24）さとうしおり 愛知県出身

大森彩可（18）おおもりさいか 神奈川県出身

小松田 葵（17）こまつだあおい 神奈川県出身

上田真穂（18）うえだまほ 東京都出身

若林春日（33）わかばやしかすが 鳥取県出身

女子形　予選敗退種目

藤元経大（24）ふじもとけいた 福岡県出身

男子組手 60kg 4位種目

永木伸児（26）ながきしんじ 岐阜県出身

男子組手 70kg 2位種目

松久　功（27）まつひさこう 岐阜県出身

男子組手 75kg 3位種目

参加国

参加国

参加国
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伊差川 浩之（56）いさがわひろゆき 沖縄県出身

男子軽量級 8位種目 池谷 あや子（40）いけやあやこ 静岡県出身

女子中量級 6位種目小岩井 雅春（33）こいわいまさはる 埼玉県出身

男子軽量級 9位種目 北村 真由美（42）きたむらまゆみ 神奈川県出身

女子重量級 4位種目福島 友佳子（39）ふくしまゆかこ 兵庫県出身

女子軽量級 2位種目 三土手 大介（36）みどてだいすけ 東京都出身

男子超重量級 記録なし種目小早川　渉（33）こばやかわわたる 東京都出身

男子中量級 6位種目

［ 参加選手 ］

人間の基本的運動要素「立つ・押す・引く」を「スクワット」（脚力）、「ベ
ンチプレス」（腕力）、「デッドリフト」（背筋力）という3つの動作におきか
えて、その力の極限を競うスポーツです。

パワーリフティング POWERLIFTING

河野 通宗（29）こうのみちむね 大阪府出身

男子シングル　準々決勝種目

坂本 登志子（45）さかもととしこ 兵庫県出身

女子シングル　準々決勝種目

廣瀬 尚昭（27）ひろせたかあき 東京都出身

男子シングル　予選敗退種目

梶野 晴美（35）かじのはるみ 大阪府出身

女子シングル　予選敗退種目

［ 参加選手 ］

四角い部屋をコートとして、2人（シングルス）もしくは4人（ダブルス）の
選手が交互にボールを前の壁に打ち合う競技です。スカッシュと似ています
が、ラケットボールは壁、床、天井の6面をフルに使うことができます。試
合は15点、15点、11点の3ゲームマッチで行なわれます。サーブ権を持った
プレーヤーがラリーに勝つと1点入り、負けるとサーブ交代となります。

ラケットボール RACQUETBALL

［ 参加選手 ］

地図とコンパスを用い、スタートからゴールまでの所要時間を競う国際的競
技です。定められた地点を地図からの情報を頼りに、素早い判断と決断でク
リアしていくため、地図を読む力と脚力が勝つための条件です。

オリエンテーリング ORIENTEERING

加藤 弘之（29）かとうひろゆき 東京都出身

男子スプリント 32位
男子ミドルディスタンス 27位
チームリレー　途中棄権種目

種目

種目

小泉 成行（31）こいずみしげゆき 愛媛県出身

男子スプリント 33位
男子ミドルディスタンス 途中棄権
チームリレー　途中棄権種目

種目

種目

番場 洋子（29）ばんばようこ 福島県出身

女子スプリント 30位
女子ミドルディスタンス　途中棄権
チームリレー　途中棄権種目

種目

種目

皆川 美紀子（27）みながわみきこ 茨城県出身

女子スプリント 25位
女子ミドルディスタンス 32位
チームリレー　途中棄権種目

種目

種目

参加国

参加国

参加国
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アイススケートの金具の部分を小さな車輪に変えたシューズを使用するもの
で、競技にはタイムやポイントを競う「スピード」、1チーム5人で得点を競
う「ホッケー」、技の正確さや“美”を競う「アーティスティック」の3種目
があります。

ローラースポーツ ROLLER SPORTS

［ 参加選手 ］

西木 紳悟（21）にしきしんご 徳島県出身

アーティスティック（ショート） 7位
アーティスティック（ロング） 5位種目

種目

篠塚 奈知（23）しのづかなち 千葉県出身

スピード（女子10,000ｍ） 6位
スピード（女子15,000ｍ） 10位種目

種目

15人制と同じ大きさのグラウンドを、半分以下の人数で縦横無尽に走ります。
巧みなパスワーク、スピード感あふれるランニング、そして絶妙なコンビネ
ーションが7人制の魅力で、スピードとパワーの両方が要求され、ラグビー
の面白さが凝縮されたスポーツです。

ラグビー（7人制） RUGBY 7s

［ 参加選手 ］ 7位大会結果

福井 裕太（21）ふくいゆうた 愛知県出身

予選敗退

松井 千夏（31）まついちなつ 神奈川県出身

予選敗退

［ 参加選手 ］

スカッシュは「3次元のビリヤード」といわれる、四角い部屋の中で交互に
ボールを打ち合う競技です。変幻自在なボールの動き、それを打ち返すラリ
ーの応酬が魅力です。使える壁面は前後左右で、天井はアウト。試合は、5
ゲームマッチの3ゲーム先取、または3ゲームマッチの2ゲーム先取で行いま
す。「コート中央の優位なポジションを確保したまま、いかに相手を振り回
すか」という、頭脳的な駆け引きを楽しめるスポーツです。

スカッシュ SQUASH

桑水流裕策（31）くわづるゆうさく 鹿児島県出身

岩渕健輔（33）いわぶちけんすけ 東京都出身

権丈太郎（25）けんじょうたろう 福岡県出身

小林訓也（25）こばやしのりや 新潟県出身

佐藤貴志（21）さとうたかし 大阪府出身

和田耕二（24）わだこうじ 福岡県出身

友井川　拓（24）ともいがわひらく 神奈川県出身

宇薄 岳央（23）うすずきたけひさ 大阪府出身

夏井 大輔（20）なついだいすけ 秋田県出身

荒牧 佑輔（20）あらまきゆうすけ 福岡県出身

豊前 貴士（22）とよまえたかし 群馬県出身

参加国

参加国

参加国



16

［ 参加選手 ］

土俵内で2人が組み合い、力を闘わせて、相手を倒すかもしくは土俵外に出
すことによって勝負を決めます。古代から宮廷で、相撲の節会として秋に行
われていました。

相　撲 SUMO

松浦麻乃選手（女子中量級　銅メダル）

その時は特に意識していなかったのですが、あとか
らメダル第1号というのを聞いてとてもうれしかったで
す。国技である相撲で、まず1個メダルが確保できたの
で、ホッとした気持ちが大きかったです。4年後の大会
挑戦については、年齢的なこともあり、まだ分りませ
んが、元気なら挑戦して、金メダルを目指したいと思
います。

日本勢のメダル第1号

伊東良選手（男子中量級　金メダル）

初めての世界の大会で、良い結果を出せてうれしい
です。日本代表で戦っているんだというプレッシャー
もありましたが、それを力に変えて頑張ろうという気
持ちでやりました。応援してくれる人たちのお陰だと
思っています。その人たちにまた良い報告ができるよ
うにこの経験を生かして今後も頑張っていきたいと思
います。

初めての世界大会で金メダル

参加国

幸地 銀治（22）こうちぎんじ 沖縄県出身

男子軽量級 5位

男子無差別級 9位種目

種目

立野　卓（21）たてのまさる 東京都出身

男子重量級 5位

男子無差別級 4位種目

種目

島子 隆司（21）しまこたかし 大阪府出身

男子軽量級　5位

男子無差別級　7位種目

種目

松永 六十四（23）まつながむとし 長崎県出身

男子重量級 7位

男子無差別級 2位種目

種目

伊東　良（23）いとうりょう 東京都出身

男子中量級 1位

男子無差別級 棄権種目

種目

姫野　孝（27）ひめのたかし 大分県出身

男子重量級 1位

男子無差別級 3位種目

種目

吉田 勝雄（26）よしだ かつお 熊本県出身

男子中量級 2位

男子無差別級 5位種目

種目

岩井 珠実（26）いわいたまみ 岐阜県出身

女子軽量級 5位

女子無差別級 3回戦敗退種目

種目

里山 美紀（25）さとやまみき 鹿児島県出身

女子重量級 9位

女子無差別級 2回戦敗退種目

種目

佐々木 沙耶花（22）ささきさやか 青森県出身

女子重量級 1回戦敗退

女子無差別級 7位種目

種目

新川 三貴（20）にいかわみき 岐阜県出身

女子中量級 7位

女子無差別級 3回戦敗退種目

種目

上田 幸佳（16）うえたゆか 鳥取県出身

女子重量級 1回戦敗退

女子無差別級 4位種目

種目

松浦 麻乃（23）まつうらあさの 静岡県出身

女子中量級 3位

女子無差別級 1回戦敗退種目

種目
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山口 康平（27）やまぐちこうへい 千葉県出身

男子スラローム 10位
男子ジャンプ 10位種目

種目

瀬川 秀太郎（20）せがわしゅうたろう 長崎県出身

男子ウェイクボード 予選敗退種目

［ 参加選手 ］

1チーム8人の体重別クラスで、アウトドアおよびインドアで行われます。
4mの距離を引ききったほうが勝ちですが、体力よりもチームワークが重要
で、1本のロープを通してさまざまな駆け引きが展開されます。

綱　引 TUG OF WAR

［ 参加選手 ］ 女子520kg 4位種目

トーナメント競技としてジグザグに設定されたブイをクリアしていく「スラ
ローム」、豪快に空中を飛ぶ「ジャンプ」、演技を競う「トリック」が行われ
ます。そのほか、スキーをはかないでスラローム、トリック、ジャンプを行
う「ベアフット」や、1枚板に横乗りする人気の「ウェイクボード」も実施
されます。

水上スキー WATER SKI

廣澤 沙綾（24）ひろさわさあや 東京都出身

女子ジャンプ 9位種目

浅井 未来（22）あさいみく 鹿児島県出身

女子ウェイクボード 3位種目

長尾 幸恵（46）ながおさちえ 兵庫県出身

松崎 裕子（45）まつざきゆうこ 兵庫県出身

内山 里美（44）うちやまさとみ 大阪府出身

小室 欣永（43）こむろよしえ 兵庫県出身

中井 美香（42）なかいみか 兵庫県出身

横道みゆき（41）よこみちみゆき 兵庫県出身

藤本 直美（41）ふじもとなおみ 鹿児島県出身

小田 由加里（40）おだゆかり 兵庫県出身

小向 玲子（39）こむかいれいこ 福島県出身

初岡 雅美（37）はつおかまさみ 岡山県出身

参加国

参加国
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27m×12mの砂地コートで、4人対4人で得点を競うスポーツです。
シュートは必ず1点とは限りません。そこが魅力です。

［ 参加選手 ］

ビーチハンドボール

7位チーム成績

ドラゴンボートは、古代中国で生まれた世界最古の手漕ぎ舟のレース大会が
起源とされ、30カ国以上で世界統一規格のレースが行われています。合計
22名が乗り組み、パワーはもちろん、クルー全員がタイミングを合わせる
“呼吸”が勝敗を分ける競技です。公式競技種目は、オープン・女子・混
合・ジュニア・シニアの5種目で、それぞれ250メートル、500メートル、
1,000メートルでタイムを競います。

［ 参加選手 ］

ドラゴンボート

200m 4位・ 500m 8位・ 1,000m 7位・ 2,000m 6位チーム成績

木下知香（26）きのしたちか 福井県出身

望月ちひろ（24）もちづきちひろ 東京都出身

上町史織（28）かみまちしおり 岩手県出身

宮前　薫（26）みやまえかおる 石川県出身

若松里佳（25）わかまつりか 富山県出身

佐久川真美（25）さくがわまみ 沖縄県出身

市村早紀（25）いちむらさき 大阪府出身

永田しおり（21）ながたしおり 福岡県出身

松本紗也香（19）まつもとさやか 大分県出身

山中絵里奈（21）やまなかえりな 長崎県出身

上田 正人（34）うえだまさと 埼玉県出身

阿部 真也（25）あべしんや 埼玉県出身

北村 敏彦（19）きたむらとしひこ 京都府出身

阿羅 宗輔（22）あらそうすけ 埼玉県出身

大野 知古（24）おおのともひさ 愛知県出身

高橋 泰行（26）たかはしやすゆき 埼玉県出身

秋山 晴彦（27）あきやまはるひこ 埼玉県出身

山本 貴大（23）やまもとたかひろ 埼玉県出身

菊池 泰斗（20）きくちたいと 岩手県出身

村中 裕士（20）むらなかゆうじ 熊本県出身

長井 海斗（19）ながいかいと 大分県出身

山南 敦（19）やまなみあつし 大分県出身

小菅 大地（18）こすげだいち 新潟県出身

小田島 あずさ（22）おだじまあずさ 神奈川県出身

今野 禎之（23）こんのただし 埼玉県出身

安藤 和記（23）あんどうかずき 東京都出身

磯部 美菜子（21）いそべみなこ 長崎県出身

竹牟禮 磐（19）たけむれみどり 鹿児島県出身

濱野 早紀（23）はまのさき 愛知県出身

松本 美咲（18）まつもとみさき 京都府出身

今井 佑香（19）いまいゆか 石川県出身

飯野 雅美（33）いいのまさみ 埼玉県出身

河崎 睦野（40）かわさきむつの 埼玉県出身

中島 千裕（36）なかじまちひろ 埼玉県出身

参加国

参加国

BEACH HANDBALL

DRAGON BOAT
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野球を屋内でも行えるよう工夫された競技が発達して、現在のソフトボール
になりました。野球と比べて、大きいボールと小さいバットが使用される、
イニング数は7回で争われる、投手の投球は下手投げに限られるなどの特徴
があります。延長戦に入ると、ノーアウト2塁からイニングが始まる「タイ
ブレーカー」というルールで勝敗を競います。

［ 参加選手 ］

ソフトボール SOFTBALL

1位チーム成績

長南友子（21）ちょうなんゆうこ 宮城県出身

重藤 恵理佳（22）しげふじえりか 東京都出身

西岡 里恵（21）にしおかりえ 兵庫県出身

石田 奈々（21）いしだなな 宮城県出身

岡田 佳織（19）おかだかおり 山梨県出身

粕張　舞（21）かすはりまい 宮城県出身

小柳　薫（21）おやなぎかおる 東京都出身

井上　愛（20）いのうえめぐみ 宮城県出身

谷池 紫穂（21）たにいけしほ 兵庫県出身

西川 友理（22）にしかわゆり 東京都出身

森　さやか（20）もりさやか 東京都出身

大村 英利佳（20）おおむらえりか 大阪府出身

森田　涼（21）もりたりょう 兵庫県出身

田邊 奈那（20）たなべなな 岡山県出身

浜渦 聡美（20）はまうずさとみ 岡山県出身

ハンドボールに似たイメージの、ネットめがけてボールをシュートして得点
を競うチームスポーツです。ゲームはシュートとキャッチの攻防で進行し、
ボールの奪い合いや、相手チームを妨害するプレーが禁止されているのが特
徴です。また、ゲームの進行がシュートとキャッチの攻防に集約されている
ことから、予測や駆け引きが重要な競技です。

チュックボール TCHOUKBALL 日本人選手参加なし

数千年の歴史をもつ中国武術には数多くの武術の流派や種類があり、現在で
は競技スポーツとして、「武術」の中国語の発音「WUSHU（ウーシュー）」
の名称で国際的に普及しています。試合形式には、一定のルールのもとに相
手と格闘して勝負を決める「対抗性競技」と、一定の動作を単独で演武して
その技術水準を評価する「演武競技」の2種類があります。

下田 賢大（21）しもだよしひろ 大阪府出身

男子太極拳・太極剣 4位　　種目

［ 参加選手 ］

武　術 WUSHU

宮岡　愛（24）みやおかあい 神奈川県出身

女子太極拳・太極剣　3位種目

中田 光紀（25）なかたこうき 大阪府出身

男子南拳・南棍 4位種目

小島 恵梨香（20）こじまえりか 滋賀県出身

女子南拳・南刀　2位種目

市来崎 大祐（22）いちきざきだいすけ 鹿児島県出身

男子長拳　2位種目

小柳薫選手（女子ソフトボール　金メダル）

ツーアウト満塁で、台湾の主砲の4番バッター、しか
も99.9％アウェーで、台湾コールがすごくて……。で
も、日本の応援をしてくれる現地の方もいて、「ニッポ
ン！」という声が聞こえるんですよ。その人のために
も頑張ろうと思いました。ショートゴロをセカンドで
アウトにした瞬間は、みんなで「うわぁ?！」って、言
葉じゃ表せないくらい感動しました。自分たちが一生
懸命ソフトボールをしている姿に、みんなが感動して
くれるのだと思います。

台湾に勝って金メダル

参加国

参加国

参加国
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テレビ報道
放送日 放送局 番組名

3月 6日（金） TBS 朝ズバッ！

6月26日（金） TBS 朝ズバッ！

6月29日（月） CBCテレビ イッポウ

7月16日（木） フジテレビ すぽると

7月17日（金） NHK おはよう日本

7月20日（月）～28日（火）TBS 朝ズバッ！

7月26日（日） TBS サンデーモーニング

インターネット
掲載日 媒体名 タイトル（内容）

6月25日（木） 琉球新報 「優勝」力強く宣言　幸地

7月13日（月） 時事ドットコム ワールドゲームズ16日開幕

7月14日（火） サンスポ 台湾高雄で「ワールドゲームズ」

7月14日（火） 西日本新聞 「第2の五輪」台湾アピール

7月15日（水） さきがけWeb WG高雄大会の成功祈願

7月15日（水） 毎日 jp 台湾：ワールドゲームズ、あす開幕

7月16日（木） 産経ニュース 台湾・高雄でワールドゲームズ開幕

7月16日（木） nikkansports.com 中国「政治的な敏感さ」で開幕式に

7月16日（木） 47news ワールドゲームズが開幕

7月16日（木） 時事ドットコム ワールドゲームズが開幕

7月16日（木） 時事ドットコム 中国が開幕式欠席

7月16日（木） さきがけWeb WG高雄大会開幕、熱気を体感

7月17日（金） 産経ニュース 男子で姫野と伊東が金

7月17日（金） 毎日 jp ワールドゲームズ：台湾南部の高雄

7月17日（金） スポニチ 台湾Wゲームズ　相撲で姫野と

7月17日（金） 時事ドットコム 相撲で姫野、伊東が優勝

7月17日（金） ながさき日報 秀太郎さんウェイクボード世界大会へ

7月17日（金） 中日スポーツ ワールドゲームズが開幕

7月18日（土） 産経ニュース アルティメット「ワールドゲームズ」出場

7月18日（土） 時事ドットコム 相撲で松永が2位

7月19日（日） NIKKEI NET 相撲の無差別級で松永が銀

7月20日（月） 時事ドットコム 安間が金メダル

7月20日（月） 47news クライミングの安間が金

7月20日（月） 時事ドットコム 日本、ソフトボールで優勝

7月21日（火） サンスポ 和田、快速で世界切り裂く！

7月21日（火） サンスポ 伊藤・長崎組が金メダル

7月22日（水） 毎日 jp Wゲームズ：伊藤、長崎組が金

7月24日（金） 東京新聞 「総統」名乗らぬ馬英九氏を批判

7月25日（土） 産経ニュース 武術で小島恵梨香「銀」

7月25日（土） 毎日 jp 武術で小島が銀メダル

7月26日（日） 産経ニュース 空手で永木が銀、松久が銅

7月26日（日） 産経ニュース 日本の金メダルは5個

7月26日（日） 時事ドットコム 日本、メダル15個獲得

7月27日（月） 時事ドットコム 複数種目で世界記録更新

7月28日（火） サーチナ 最後は花火で盛大に終了

7月14日（火） 秋田魁新報

7月14日（火） 西日本新聞

7月16日（木） 秋田魁新報

7月17日（金） 秋田魁新報

7月17日（金） 秋田魁新報

7月17日（金） 産経新聞

7月17日（金） 読売新聞

7月17日（金） 朝日新聞

7月18日（土） 産経新聞

7月18日（土） 産経新聞

7月18日（土） 朝日新聞

7月18日（土） 毎日新聞

7月21日（火） 東京新聞

7月21日（火） 毎日新聞

7月22日（水） 毎日新聞

7月22日（水） 東京新聞

7月22日（水） サンケイスポーツ

7月22日（水） 読売新聞

7月24日（金） 東京新聞

7月24日（金） サンケイスポーツ

7月26日（日） 産経新聞

7月26日（日） 毎日新聞

7月27日（月） 毎日新聞

8月12日（水） 東京新聞

新聞報道
掲載日 媒体名

MEDIA
報 道 掲 載 事 例

テレビ放映
放送日 放送局 番組名

8月 9日（日）BS-TBS ワールドゲームズ高雄大会（1時間）

8月10日（月）BS-TBS ワールドゲームズ高雄大会（1時間）

●

●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

大会前から大会期間中を通じて、テレビ、インターネット、

新聞など各種メディアで大会の模様が報道されました。

ラジオ

7月15日（水）放送

放送局 ラジオ日本

番組名 くず哲也のオトナの情報
マガジン

3月18日（水）放送

放送局 ラジオ日本

番組名 くず哲也のオトナの情報
マガジン
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The World Games 2009 Kaohsiung 21

7月17日（金）秋田魁新報

7月17日（金）秋田魁新報

7月18日（土）産経新聞

2

3

4
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7月22日（水）毎日新聞 7月22日（水）東京新聞

7月18日（土）産経新聞

7月22日（水）
読売新聞

7月22日（水）サンケイスポーツ

7月24日（金）東京新聞

7月18日（土）朝日新聞5 6

14

7月21日（火）東京新聞7

7月21日（火）毎日新聞8

9 10

12

11

137月24日（金）サンケイスポーツ
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7月26日（日）産経新聞 8月12日（水）東京新聞

7月26日（日）毎日新聞

7月27日（月）毎日新聞

18

16

17

15



フリークライミング

（ミックス・アルティメット）
阿部洋平
笹川慶
鮫島暁
仙田聡
田中瑞穂
松野政宏
黒野将司
森友紀
藤岡あゆみ
平井絵理
鮫島紗知子
鮫島萌
石津安沙実

永木伸児（男子組手70kg）

福島友佳子（女子軽量級）

吉田勝雄（男子中量級）
松永六十四（男子無差別級）

市来崎大祐（男子長拳）
小島恵梨香（女子南拳・南刀）

24

金メダルに喜ぶソフトボール女子日本チーム
の選手

武術の女子太極拳二種総合（太極拳・太極剣）
の演武で銅メダルを獲得した宮岡愛選手（右）

フライングディスク

須江正尋（男子70kg級）
鈴木雅（男子80kg級）

松久功（男子組手75kg）

姫野孝（男子無差別級）
松浦麻乃（女子中量級）

浅井未来（女子ウェイクボード）

宮岡愛（女子太極拳・太極剣）

ボディビルディング

メダル
55個

体操 トランポリン

ソフトボール
空　　手

相　　撲

パワーリフティング

武　　術

空　　手

相　　撲

水上スキー

武　　術

相　　撲

メダル
77個

メダル
77個

安間佐千（リード）

（男子シンクロナイズド）
長崎峻侑
伊藤正樹

伊東良（男子中量級）
姫野孝（男子重量級）

長南友子
重藤恵理佳
西岡里恵
石田奈々
岡田佳織
粕張舞
小柳薫
井上愛
森田涼
谷池紫穂
西川友理
森さやか
大村英利佳
田邊奈那
浜渦聡美

MEDALIST
日本人メダル獲得選手一覧 日本人選手は各種目で活躍、金メダル5個、銀メダル7個、

銅メダル7個、合計19個のメダルを獲得しました。

公開競技

公開競技

公開競技

相撲男子無差別級で銀メダルを獲得した
松永六十四選手（左）と銅メダルを獲得した
姫野孝選手（右）
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大会ロゴ

オフィシャルパンフレット 日本ワールドゲームズ協会作成
高雄大会チラシ

現地の新聞　
台北時報　2009.7.17

マスコット オフィシャルポロシャツ オフィシャルトートバッグ

大会ロゴ、マスコット、オフィシャルグッズ、

パンフレットなど、大会を華やかに盛り上げました。

MEDALS
各国メダル獲得数一覧

MATERIAL
大会資料報告

大会に参加した105の国と地域のうち、

62の国と地域がメダルを獲得しました。
※公開競技を含まず

金メダル獲得数による順位
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MESSAGE
メ ッ セ ー ジ

ワールドゲームズの目的のひとつは、「スポーツはオリンピック種目だけではないことを

広く世界に知らせ、多種多様なスポーツを健全に普及させること」です。その点、現状で

はオリンピックを招致できる可能性がほとんどない台湾で、北京五輪の翌年に開催された

第8回大会には当初の予測の約2倍の延べ113万人の観客が集まり、ワールドゲームズの目

的の達成に大きく貢献したといえるでしょう。メインスタジアムで開催された開会式・閉

会式のチケットが売り切れたほか、同会場で競技が行われたフライングディスクのチケッ

トが3万9500枚、7人制ラグビーのチケットも3万5000枚が売れました。報道も国際110

社・台湾123社が熱戦の模様を連日現地から発信し、147カ国でＴＶ放送され、オリンピッ

ク種目以外のスポーツにも観客を魅了する素晴しい種目が沢山あることを伝えました。日

本でもNHK・フジ・CBCテレビが開会式を報道したほか、TBSが毎朝ニュース番組で大会

の模様を伝え、BS-TBSが8月9日（土）と10日（日）に全種目計2時間の大会総集編を全国

テレビ放送しました。そのほかラジオ日本、新聞も8紙、インターネットなどでも多くの報

道がなされました。特に今回はソフトボールがオリンピック競技からはずされワールドゲ

ームズの公開競技に戻ってきたり、ワールドゲームズ競技の空手・ローラースポーツ・ス

カッシュ・7人制ラグビーが2012年ロンドン五輪の競技候補になったりとオリンピック競

技と比べても劣ることがないスポーツが多く存在することがアピールできた点も大きな成

果であったといえるでしょう。

さて、もうひとつの目的「民族、国家間の紛争や思惑に利用されない国際スポーツ大会

の実現」は、100％とはいえないものの、ぎりぎりの線で一応守られたと評価できるかも

しれません。大会組織委員会が大会開始直前になって「中華民国　馬英九総統」が開会宣

言を行うことを決定し、大会中「中華民国（Republic of China）」の名称を使ったり、中華

民国国旗を会場に持ち込むことを許可しても、中国選手団は表立った批判をすることなく、

「開会式当日の夜便で到着したために参加登録手続きが間に合わなかった」「帰国便のスケ

ジュールの関係で」などの理由で中華民国の馬英九総統が出席する開会式・閉会式に欠席

しただけで、競技には予定通り参加し、モスクワやロスアンゼルス五輪のようなボイコッ

トは起こりませんでした。「ひとつの中国政策」を堅持する中国がこのような柔軟な対応を

したことで、ワールドゲームズの目的はすれすれの線で一応守られたといえるでしょう。

さて、次回2013年コロンビア カリ大会は初の南米での開催であり、2016年の初の南米

での五輪、リオ大会に先駆けての大会であるだけに、ワールドゲームズの存在意義がます

ます評価される大会になることが期待されています。

第8回ワールドゲームズ高雄大会の成果

国際スポーツ団体総連合（GAISF/SportAccord）理事
特定非営利活動法人
日本ワールドゲームズ協会執行理事（国際担当）

師岡 文男
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●特定非営利活動法人日本ワールドゲームズ協会（JWGA）
1985年、国内のワールドゲームズ関係競技種目団体が中心となって、日本ワールドゲームズ委員会を設立し、
その後1991年日本ワールドゲームズ協会（JWGA）に改組しました。JWGAは設立当初より国際ワールドゲー
ムズ協会（IWGA）の事業に参画し、第6回ワールドゲームズの日本誘致を成功させました。
2001年6月には、NPO法人の認証を受け、ワールドゲームズ運動の推進、国内大会の開催等を事業として活動し
ています。

●目的
ワールドゲームズの理念に則り、多種多様なスポーツを国民に普及紹介し、スポーツ人口増加を図り、選手
の育成とそのレベルアップを図るとともに、スポーツを通じて我が国民はもとより、人類の健康増進と世界
平和に寄与することを目的とします。

●事業 目的を達成するため、次の特定非営利活動に係る事業を行います。

1.国際ワールドゲームズ協会及び国際スポーツ
団体総連合の事業への参画

2.ワールドゲームズに関する普及・啓発

3.ワールドゲームズ国内大会の開催
4.スポーツの国際交流の推進
5.国際的なスポーツ問題の調査研究

●役員
会　長
小野清子 日本ドラゴンボート協会会長

副会長
玉利 齊 社団法人日本ボディビル連盟会長

執行理事（国際担当）
師岡文男 上智大学教授

特定非営利活動法人
日本フライングディスク協会会長

執行理事（総務担当）
渡邉一利 財団法人笹川スポーツ財団常務理事

執行理事
赤木恭平 財団法人全日本ボウリング協会会長

理　事
石井直方 東京大学教授
清宮邦雄 日本ローラースポーツ連盟専務理事
栗原茂夫 財団法人全日本空手道連盟専務理事
西尾 学 社団法人日本ビリヤード協会専務理事
村岡久平 社団法人日本武術太極拳連盟副会長
吉澤俊治 特定非営利活動法人

日本水中スポーツ連盟専務理事
吉田 進 日本ディスエイブル

パワーリフティング連盟理事長

監　事
遠藤容弘 財団法人日本ゲートボール連合専務理事
宮城島眞知子 社団法人日本スカッシュ協会常務理事

詳しくはJWGAのホームページをご覧ください。 ホームページ hhttttpp::////wwwwww..jjwwggaa..jjpp/ E-mail  iinnffoo@@jjwwggaa..jjpp

財団法人合気会　
社団法人全日本アーチェリー連盟　
財団法人全日本空手道連盟　
財団法人全日本ボウリング協会　
東京スカイダイビングクラブ　
社団法人日本エアロビック連盟　
日本キャスティング協会　
日本サーフィン連盟　
社団法人日本山岳協会　
日本水上スキー連盟
特定非営利活動法人日本水中スポーツ連盟
社団法人日本スカッシュ協会　
日本スポーツアクロ体操協会　
財団法人日本相撲連盟　
社団法人日本ダンススポーツ連盟　

社団法人日本綱引連盟　
社団法人日本トランポリン協会　
社団法人日本パワーリフティング協会　
財団法人日本ハンドボール協会　
日本ファウストボール協会　
特定非営利活動法人日本フライングディスク協会
社団法人日本ビリヤード協会　
特定非営利活動法人日本ペタンク・ブール連合
無限責任中間法人日本ペタンク連盟
社団法人日本ボディビル連盟
特定非営利活動法人日本ライフセービング協会
特定非営利活動法人日本ラケットボール協会　
日本落下傘スポーツ連盟　
日本ローラースポーツ連盟　

国際ワールドゲームズ協会（IWGA）加盟競技団体（29団体）

国際スポーツチャンバラ協会
財団法人少林寺拳法連盟
日本アームレスリング連盟
日本オーケーゴルフ協会
社団法人日本グラススキー協会
財団法人日本ゲートボール連合

財団法人日本ソフトボール協会
日本ドラゴンボート協会
社団法人日本武術太極拳連盟
日本マウンテンバイク協会
特定非営利活動法人日本ミニゴルフスポーツ協会
財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会

国際ワールドゲームズ協会（IWGA）非加盟競技団体（12団体）

財団法人日本レクリエーション協会 財団法人笹川スポーツ財団

支援団体（2団体）

●加盟団体

OUTLINE
協 会 概 要



特定非営利活動法人日本ワールドゲームズ協会
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-15-16 海洋船舶ビル笹川スポーツ財団内
TEL：03-3580-5854 FAX：03-3580-5968 E-mail：info@jwga.jp

http://www.jwga.jp/
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